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大田までのみちのり
海外臨床実習で韓国の大田にある忠南国立大学病院に行った。大田までのみちのりは飛行機でまずソウル
近くの仁川国際空港に向かった。大田市のあるとなりの忠清北道に清州国際空港があるが，富山から行くに
は仁川のほうが都合が良かったのでこちらにした。富山空港から時間はおよそ２時間ほどであった。今回利
用したのはアシアナ航空で１１時ころ発の飛行機にのり機内食はプルコギがでたが，それを食べながら飛行機
旅はあっという間であった。空港につくなりほのかにキムチの香りがしたような気がした。
まず入国の手続きを済ませ，空港で待ち合わせている大学の秘書さんと合流した。韓国滞在中なにかと便
宜をはかってくれた。肝心の大田まで仁川空港から高速バスが１時間くらいに１本出ていて，片道運賃は
３０００円かからなかった。
空港についてからバスまでの時間があったのでその間，円をウォンに両替した。両替所は空港に内にいく
つもあるのですぐに見つけることができた。
高速バスは大田の駅まで直通で１回だけ休憩のためサービスエリアにとまった。休憩時間はおよそ１５分で
あった。（韓国語はさっぱりなので秘書さんに運転手にきいてもらった）韓国で２週間滞在していたがまわ
りの英語話せる人が何かと助けてくれたが多少なり韓国語を覚えていくと良かったようにおもった。今回は
飛行機内で挨拶など基本となる単語を覚えたが，もう少し勉強してからいってもよかったかもしれない。
高速バスは交通状態にも左右されるがおよそ空港から大田駅まで６時間ほどかかった。大田についてから
はまず私たちの忠南大学病院での実習するにあたって便宜をはかっていただいた Jo 先生と合流した。
大田の町並み
大田についてからは先生の車で案内していただいた。場所は韓国のなかでだいたい中央に位置し人口は
１００万人と比較的大きな都市であった。また気候もおだやかで町中に大きな川が流れている。韓国について
気付いたが高層マンションあちらこちらに立ち並んでいる。彼らが言うには，人のわりに土地の面積がない
かららしい。大田の町中に忠南大学があり，理工系の企業がその周辺にいくつもあった。話しをきくところ
によると，どうやら筑波をベースにしているとのことだった。いわゆる科学技術都市でさまざまな研究施設
がたちならび，大学も市内にいくつもある。また１９９３年にはエキスポも開催されており，今その場所はエキ
スポ公園となっている。
Jo 先生に市内や大学キャンパスをひととおり案内していただいてから，夕食にと中華料理店へとむかっ
た。先生いわく，この２週間の間にたっぷりと韓国料理を食べるだろうからとのことだった。特に食事につ
いてかわったことはなかったが，ただ中華の店であろうとキムチは出てくるということくらいだろうか。こ
れは病院実習自体には直接関係ないがもし辛いもの（唐辛子）が苦手な人には少々つらい日々になるかもし
れない。
ホームステイ
大田で２週間滞在中はホームステイをした。自分で泊まる場所を探さずにすんだことはとてもありがた
かった。同じ学年の学生が手を挙げてくれ，始めての韓国でもあったので何かと助かった。ちょうど彼もこ
の１月に筑波大学に２週間ほど実習をしていて，日本語も英語も話すことができた。ここの大学には学生寮
もあり，あらかじめ連絡しておけばそちらに泊まることもできるようだった。ただ，はじめはどこにどう
いったらよく分かっていない状態でもあったので，ホームステイ先の人に案内してもらったほうが安心だっ
たということもあり，しばらくの間お世話になった。はじめの１週間はホームステイ先の彼と同じ科をま
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わっていたので特に問題はなかったが，２週目は別々だったので，お互いにその日のスケジュールが違ってい
て携帯電話ももっていなかったのでときどき不便を感じることはあった。
アゴラ
忠南大学にはアゴラという私たちのように海外からの学生が訪ねてきたときに世話をする学生グループが
あった。このアゴラというのはもとはギリシャ語で広場を表す言葉で，ギリシャ人が集会を行う場所をさし
ている。おそらくこちらでいうところの ESS のようなサークルだと思われる。普段は集まって英語でなに
かただのおしゃべりなり討論なりをしているらしい。このアゴラは実はできたばかりで今年の１月に忠南大
学から富山大学だけではなく筑波大学に実習にいった学生そこでの体験から設立をしたようだった。筑波大
学にはそういった海外学生の世話役として決まった学生がおり，忠南大の学生が日本滞在中に色々と面倒を
みていたみたいだった。
そのことをもとに設立され忠南大学の意識としては，少しおおげさだが学校をあげて日本からの学生をも
てなすというものだったように思われた。ここだけの話だがアゴラのメンバーに観光案内をしてもらったと
きなにやらカードを持っており，そのときの費用は経費でおちるようだった。
病院実習
病院実習では２週間のうち１週間は循環器，残りは小児科をまわった。今回は富山から２人でいったが，
実習はそれぞれ別の診療科をまわった。韓国の医学部も６年制をとっており，１，２年のあいだはメイン
キャンパスで一般教養の授業をうけ，３年生になると医学看護のキャンパスにうつり基礎医学の授業がはじま
る。忠南大学では５年生になると病院実習がはじまり６年の６月頃までそれが続く。５年の間にひととおり
まわるのだが，６年の時点で主要な診療科はもう一度まわるというやり方をとっていた。そのため私たちが
忠南大学滞在中は５年と６年が同時に病院実習をしており，院内は学生だらけになっていた。
各科のローテーションの仕方は少し違っていて，内科は各診療科ごとに１週間ずつあり，循環器，呼吸
器，腎，内分泌などを１週間ごとにまわるといった具合だ。小児科は１ヶ月あり１週間ごとに循環器，血液，
内分泌と小児科のなかでもローテーションを行っていた。ここの病院ではさまざまなことに力をいれていた
が，循環器や小児科などがそれだ。ちなみに２週間あいだに少し時間があったときは手術室でオペの見学も
させてもらえた。その病院では整形外科が有名ということだったがたまたま学会の時期だったようで整形で
はなかったが，そのかわり消化器手術を見学した。
循環器
韓国でも負けず劣らず循環器科にかかる患者数は大変多く，毎日心エコーや心臓カテーテル検査や治療に
てたいへん混み合っていた。韓国人は塩辛いものや辛いものが好きだからだと冗談半分で学生の一人が言っ
ていたが，外来患者は長時間待たされていたが，どこも事情はあまり変わらないのかもしれない。
循環器での実習内容は朝は循環器内科のみのカンファレンスがあり，そのあと内科全体のカンファレンス
がありそれにまず参加する。そこではその日ごとに担当の診療科がかわり，研修医が１例症例発表を行いそ
の都度上級医が解説をいれるといった方法で行っていた。その後循環器の学生は心臓カテーテル，エコー室
の見学か毎日ある心電図のプレゼンテーション準備をする。これは電子カルテ上での実際の症例から心電図
を１つランダムに選び，所見を読み診断をつけその疾患について発表するというものだった。また１週間し
かまわらないのでその間にそれぞれ患者１人あてられて，その週の最終日に若手のドクターの前で症例発表
をする。
私も循環器のあいだに心電図の症例発表や，担当患者を１人決められ症例発表を経験した。担当患者から
の病歴はそこでの友人の通訳つきで行った。ただし発表は英語で自分にとっても始めてのことなので大変苦
労したが非常に貴重な経験だった。ただ他の学生も英語で発表しろと先生からの命がくだり，ほかの皆も苦
労しているようすだった。ましてや５年生にとっては実習が始まったばかりなので余計に負担だったように
思う。韓国の学生も英語が得意な人もいるがだいたいは少しあまり得意ではないひとのほうが多かった。そ
の点日本とあまり事情は変わらない気がした。そのかわり専門用語は英語を使うようにしていて，もちろん
韓国語の医学書もあるが英語で医学を勉強でするということには日本の学生よりよっぽどなれていた。英語
を話すこと自体は苦手でも医学用語はよく分かっている。またここで行われている医療も質は決しって日本
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と比べ特別劣っているということもなく，実習中に課題もあり何かと質問も先生から受けるので短い期間で
もなかなか勉強になるように思う。
今回は私の担当症例が朝の内科合同カンファレンスでも発表される予定だったものが症例としてあてられ
たので，その場でも発表を行った。たくさんの学生や研修医，各科の先生方の前での発表であったが上の先
生の多大な助けによりなんとか乗り越えることができた。あとで他の学生にきいたが普通学生が合同カン
ファで発表することなどないという話だった。いずれにせよ，なかなか経験できないことを体験することが
できた。
小児科
忠南大学病院は小児科も力を入れている分野で，子供病院がすぐ大学病院の近くにあり小児科は別の建物
で診療を行っていた。また NICU もずいぶんと広々としていて十分スペースが確保されていた。小児科で
の学生実習は朝に小児科でのカンファレンスに参加しあとは主に各先生の回診や外来を見学するといった感
じだった。それと学生は毎週月曜日にテストがあり小児科の間，４週間のあいだに４回筆記試験を受ける。
私たちはそこまでなかったが，テストの甲斐あってか忠南大学の学生は他大学の学生より小児科のテスト成
績が良いそうだ。そのかわり週末がなくなるので大変だと学生の皆は嘆いていた。
小児科での実習は見学が主で，あたりまえだが全て韓国語なので先生の中でも英語で説明してくださる方
がいらっしゃったときにはなんとかついていくことはできたが，かならずしもそうではなかったのが少し
困ったことだった。循環器にいっているときは一緒にまわっているグループの人の中になにかと通訳をして
くれる学生がたまたまいたので非常に助かった。
このことはある程度は仕方のないことでもあると思った。言葉の問題ははじめから分かっていたことでも
あり，短い期間の間にできることも非常に限られているということもある。また，むこうの先生にとっても
たった１週間しかいない学生をどう扱うかはまた難しい問題だったかと思う。そのかわり小児科ではこちら
でみたことのなかった症例などをみることなどできたのは興味深かった。一概には言えないと思うが日本と
韓国では少し小児科疾患が少し違う印象だった。同じアジア圏と考えるとほぼ一緒なのかもしれないが，両
国の間を海が隔てているが多少なりとも違いがあるのかもしれない。
その他
この２週間の間に病院実習以外にもいろいろとあった。特に食事は大学の基礎医学の教授や学長とご一緒
する機会が何回かあった。食べ物の特徴はキムチなどに代表される唐辛子をふんだんに使用した辛いもの
や，よくみかけたのは肉や野菜の入ったスープでご飯とともに食べる。牛肉，豚肉，鶏肉はもちろん犬肉と
いうのもあった。日本もかつては犬肉を食する文化圏だったが，少し驚きだった。犬肉を食べたりする一
方，ペットとしても飼うが，当然ながら食用とペット用とは別のではある。比較的に男性はたまに食べたり
することはある。どちらかというと珍味の部類になるようだ。このとき一度だけ食べてみたが，わりとさっ
ぱりしていて意外とおいしかった。
韓国では唐辛子料理が多く，毎日のように食べていたらさすがにすこしお腹の調子が悪くなった。韓国の
人は平気だと言う，彼らいわくそういう食べ物に適応するのだそうだ。もちろん唐辛子料理ばかりではない
ので，辛いものが少し苦手なら無理に挑戦する必要もないが経験として食べてみる価値はある。ほんとうの
韓国の伝統料理はあまり唐辛子はつかわれておらず，もともと日本を経由して輸入されてきたものなのだそ
うだ。実際に韓国伝統料理を食べる機会もあったが，確かに辛いということはなかった。
この２週間の滞在中にたまたまイベントが重なり，体育祭や学園祭などもあり一緒に参加させてもらっ
た。運動会は医学部３年生以上の学年対抗でバレー，バスケット，サッカー，野球など主に球技だったが最
後はリレーでしめとなる。学園祭はメインキャンパスで３日間行われていたが，日本の総合大学で行われて
いる学園祭のような感じであった。初日には花火をあげたり，最終日には歌手や芸人を招いたりとずいぶん
と楽しそうだった。このときにきていた歌手は忠南大学出身で映画の「猟奇的彼女」に使われている歌の歌
手だと説明をうけた。ただ，皆がお笑い芸人の話を楽しんでいるところ，訳も分からずただ見ていたのは言
うまでもない。
週末には百済時代や石器時代の博物館や武寧王陵からの出土物を展示する博物館にも連れて行っていただ
いた。展示されていたのは日本の教科書に掲載されているようなものに似ているものばかりであった。やは
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り多くの文化は朝鮮半島からやってきたものだったと思わずにはいられなかった。これまで韓国について身
近に感じたことはなかったが，思いのほか日本と韓国は似た面も多くもっているように思われた。両国は海
を挟んで離れてはいるが，実は考えている以上にお互いに近い存在なのかもしれない。
最後に
韓国での２週間は本当にあっという間のできごとだった。行くまではさまざまな不安があり，多くの人の
助けもあり無事実習を終え日本にもどってくることができた。この韓国行きの準備を始めるのが少し遅かっ
たせいか直前はなかなか忙しくなってしまった。実際に韓国に行ったのは５月の連休あとだったが，準備は
その真っ只中にしていたので苦労もあった。連休中はあらゆるところが休みをとるので，パスポートや飛行
機の手続きなども遅れていってしまって人生ではじめて連休をうらめしく思った。それはともかく，韓国行
きの飛行機にのるまではいろいろと大変だった。
今までまさか自分が韓国で病院実習をするとは思ってもみなかったが，さまざまな苦労しつつ行った甲斐
は十分にあったように思う。この２週間の間に韓国の文化にふれることができたのはこの企画のおかげであ
る。何日か旅行をするだけならよくあることだが，外国に一時的に生活をしながらその文化に触れるという
のはそう簡単ではないだろう。ただ旅行するだけでは現地の人とそこまで交流する機会はないように思う。
非常に貴重な体験ができて良かった。
他に自分のなかで大きかったのは英語を使う機会をつくれとことにあると思う。英語とはなんとなく付き
合ってきて，もう少し話せるようになりたいとは思っていたので自分にとって良いチャンスだった。外国語
はしゃべらざるを得ない状態でもなければなかなか話さないが，さすがに２週間も生活をしていれば多少な
りとも増しにはなったと思われる。またお互い英語を第二言語であるというのも，英米にいくよりすこし楽
かもしれない。これは行ってからおもったことだが，簡単なことを韓国語はなせたらよかったと思ったこと
もあった。必ずしも皆英語で話せるわけではなく，特に年齢が上の世代は，つうじないこともある。たまに
病院内で近くに友達がおらず少し困ったこともあった。英語に関しては特に医学用語を英語で勉強していく
と良い。実習中に先生から英語で何か教えられたり，質問をうけるようなときに分かっていたほうが良い。
この２週間の韓国滞在は決して長期間ではないがいい経験になるので今後とも続いていけばと思う。ひと
つ問題はいってみたいと思ってみても，英語だけの理由であきらめてしまう人が少なからずいるのはひとつ
問題だろう。英語が苦手だと海外に行くことに消極的になってしまうが，少しでも興味をもっていたら下の
学年の人たちにはぜひとも行ってもらいたい。一度外に出てみるのも良い刺激になるのではと思われる。
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